




















要約:母子保健に関わる各職種の年間稼働時間の市町村別特徴を明らかにし、各職種の単位

出生数当りの稼働時間を明らかにするために全国24保健所管内の129市町村に対し母子保

健に関係する各職種の年間稼働時間を常勤職員と臨時職員の別に聞くアンケート調査を行

い、19 保健所管内の 103 市町村から回答があり、以下のような結果が得られた。 

1)各職種の総稼働時間における常勤稼働時間の割合により市町村を分類すると職種により

特徴的な分布を示した。なかでも栄養士のようにほとんど常勤稼働時間でまかなっている

市町村とほとんど非常勤稼働時間でまかなっている市町村と 2極に分かれるような職種が

市町村ごとの母子保健活動の特徴をよく表現するものとして注目される。 

2)市町村規模の調整方法として出生 100 人当りの稼働時間をみたが、市町村によりかなり

のばらつきが認められた。 

3)保健所の出生 100当りの全稼働時間と管轄市町村の出生 100当りの全稼働時間の相関を

みると保健所の全稼働時間がとびぬけて大きい2保健所を除くと有意の正の相関が認めら

れた。これは市町村の稼働時間が多いところほど保健所の稼働時間も多い傾向があること

を示している。 

4)単回帰式によって出生が 100 増えるといくら母子保健の全稼働時間および保健婦稼働時

間を確保しないといけないかは算出でき妥当性も高いと考えられた。しかし、市町村単位

の母子保健稼働実態を出生数、単位出生当りの稼働時間、常勤職員の稼働時間割合や地理

的特徴などで分類することはできず、むしろ保健所管内ごとで各々一定の特徴をもつ傾向

がありマンパワーの確保基準を全国一律に決定することは全稼働量や保健婦以外は困難で

あると考えられた。 


